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蟻祓
麟
ご
理
燿
な
い
て
い
た
―
は
駄
饒
、ツ
プ
・フ
イ
一ラ
グ
車
綺
手
、

ス
一フ
イ
ド
レ
ー
ド
な
ど
を
ど
檬
購
饉
鬱
畿
移
た
。
業
務
に
て
大
切
に

甕
文
さ
罐
て
は
き
ま
す
。

願ご
利
鷺
頭
い
て
い
る
―
様
の
ご
家
族
よ
り
、
可
愛
ら
し
い

プ
ラ
リ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。
施
設
内
に

聰
咸
讐
て
硬
き
ま
し
た
。

一｝轟中軸∵一Ｃ一停に「一一一‘一一一
・感
調
◎嘔

薇 饉

・に
ん
じ
ん

。キ
ャ
ベ
ツ

・に
ら

・か
ぼ
ち
ゃ

・片
果
粉

・豚
び
フ
肉

事
」ま
油

小
１
／
３
本

２
～
３
枚

１
／
３
末

３
切
れ

大
さ
じ
１

７０
ｇ
邁
量

。オ
イ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
　
２

ｇ

懸 |́■脅 lifl

今
爾
は
、
補
藤
に
う
も
う
の
は
甍

で
提
供
し
て
好
評
だ
っ
た
、薫
く
な
る

通
れ
が
な
の
季
節
に
，
っ
た
り

／

ポ
リ
ュ
ー
ム
雉
点
、飲
ｍ
の
ご
は
冬

メ
一琶
‡
の
蝙ス
タ
ミ
ナ
ラ
ー
バ
ン
』を

ど
掏
介
し
譲
す
。

材
料
《Ｚ
人
分
）

。中
華
麺
　
　
欄
ｇ

。鶏
ガ
・フ
ス
ー
．プ
だ
し

斜
ｇ

ｏラ
ー
メ
ン
ス
ー
プ
書
油
）
確
ｇ

○
作
り
方
○

⑪
フ
一フ
イ
バ
ン
に
ご
ま
油
を
ひ
き
豚

バ
ラ
内
を
炒
め
、
短
冊
切
り
に
し
た

ニ
ン
ジ
ン
、ざ
く
切
り
し
た
キ
ャ
ベ
ツ
、

に
ら
、
ス
ラ
イ
ス
し
た
か
ぼ
ち
ゃ
を

加
え
る
。

②
規
定
量
の
お
場
を
加
え
て
作
っ

た
ラ
ー
メ
ン
ス
ー
プ
を
お
玉
一
杯
分

加
え
る
。

〇
〇
に
雖
が
ら
ス
ー
プ
、オ
イ
ス
タ

ー
ソ
ー
ス
を
加
え
煮
立
て
た
ら
火
を

上
め
、水
溶
き
片
票
粉
を
混
ぜ
合

わ
せ
、
再
び
ひ
と
煮
立
ち
さ
せ
る
。

④
一フ
ー
メ
ン
を
規
定
時
間
茄
で
て

ラ
ー
メ
ン
ス
ー
プ
に
入
れ
、⑤
の
あ
ん

を
か
け
て
出
来
上
が
り
／

（管
理
栄
養
士
　
齋
藤

彩
）

弾
警
壌
罐
疇
罐
橿
儘
熙
〓



聞
い
で
み
よ
っ
。

『径
饂
薇
蝙
蜀
鵞
望
を
味
え
ま
す
♂
』

烙

麒

贄
ヲ

ё
轟

謬
≪
な

ん
な

径

骰

彦

施
設
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
は
、介
護
施
設
に
勤
務
す
る

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
つヽ
と
で
、施
設
に
入
居
さ
れ
て
い
る
方

の
心
身
の
状
態
に
合
わ
せ
た
適
切
な
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る

こ
と
が
主
な
仕
事
て
ｔ

利
用
者
や
家
族
の
希
望
を
受
け
、実
現
の

為
に
問
題
を
解
決
す
る
サ
ポ
ー
ト
役
を
担
っ
て
お
り
、施
設
の
専
門
職

と
の
連
携
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
／

ま
た
、
日
標
が
達
成
し
た
ら
在
宅
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
協
働
で
利
用

者
、そ
の
ご
家
族
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
結
び
つ
け
る
橋
渡
し
役

も
担
っ
て
い
ま
ｔ
　
　
　
　
　
　
≫
・　
繁
・　

・多
羊
亥
許
請

■|●審 1事弯 |■

聯‐厄炒薇又設、嘴

1肇蒻鰈饉ヅ赳又璃
して自宅量捕番を継続したい方

1唾繁 経鼻経管栄養、冒ろうの方

距肇
1鴨末鶏をご自宅魂 と

お考えの方
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■
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今
年
の
春
よ
り
ご
利
用
を
始
め
ら
れ
、
い
つ
も
元
気
で
笑
顔
が
印

象
的
な
Ｍ
様
。
元
気
の
秘
訣
は
自
宅
の
畑
い
じ
り
、近
所
の
方
と
お
茶

を
し
な
が
ら
お
話
す
る
，」と
な
ん
だ
そ
う
で
す
。

う
ら
ら
で
は
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
機
器
で
転
倒
予
防
の
た
め
の
筋
カ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
「じ
ょ
ん
ぶ
さ
な
た
ら
学

生
ん
ど
ぎ
や
て
だ
バ
レ
ー
ま
だ
し
っ
で
の
～
。」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

畑
の
活
動
も
率
先
し
て
手
伝
っ
て
下
さ
り
、
野
菜
も
元
気
に
育
て
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
Ｍ
様
の
周
り
で
は
い
つ
も
・・・煙
は

ご
友
人
達
と
の
笑
声
が
絶
え
ま
せ
ん
。
　
　
一
・嘉

Ｆつ
ら
ら
さ
来
っ
ど
、話
し
す
る
人
え
っ
ぺ
い
で
■

楽
し
～
。」

こ
れ
か
ら
も
素
敵
な
笑
顔
ぞ
リ
ハ
ピ
ツ

頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
ノ
　
　
（早
坂

優
奈
）
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雄
着
楼
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ヽ
壇
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療
法
‐‐―■‐
、

一４
・蝶
ξ
撫
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ぶ

０
応
募
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格
取
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予
定
書
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洒
田
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
‐‐・‐‐
は
く
ぶ

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
と
は
、
酒
田
市
が
運
行

す
る
予
約
型
乗
合
交
通
で
す
。
運
行
時
間
に

合
わ
せ
て
出
宅
に
迎
え
に
来
て
、
市
街
地
の
指

定
乗
降
場
所
ま
ぐ
送
っ
て
く
れ
ま
す
。
令
和
４

年
８
月
、
酒
田
市
る
ん
る
ん
バ
ス
改
編
に
伴

い
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
も
改
編
さ
れ
ま
し
た
。

①
日
本
海
総
合
病
院
②
酒
田
リ
ハ
ビ
リ
病
院
③
中
町
（
旧
清

水
屋
前
）
④
酒
田
駅
前
↑
ヽ
ラ
イ
ニ
前
）
⑤
文
化
セ
ン
タ
ー
正
面

口
⑥
東
中
の
口
　
⑦
亀
ヶ
崎
小
学
校
前
（ま
つ
ぎ
わ
眼
科
前
）

③
亀
ヶ
崎
６
丁
目
Ｔ
向
木
整
形
外
科
ク
リ
一ラ
ク
前
）
⑨
東
泉

町
２
丁
目
（
み
ち
も
と
眼
科
付
近
）
⑩
ゆ
た
か
１
丁
目
（
山
形

ダ
イ
ハ
ツ
販
売
前
）
①
旭
新
町
（長
島
整
形
外
科
ク
リ
一ラ
ク
付

近
）
⑫
あ
き
は
橋
⑬
富
士
見
町
２
丁
目
⑭
鑢
町
４
丁
目
北
　
・

⑮
高
見
台
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

摯
運
賃
】
割
引
対
象
が
拡
大

／

大

人
は
片
道

５００
円
で
す
。
運
転
経

歴
証
明
書
、
障

が
い
者

手
帳
提

示
、
障
が
い
者

奪
級
に
応
じ
ι

の
合
簸

鷲
鵞

雌

蛉

辟
濾

に
購
入
で
き
ま
す
。
市
役
所
・
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
・

各
総
合
支
所
・
る
ん
る
ん
バ
ス
車
内
で
販
売
し
て
い

ま
す
。
ほ
っ
と
ふ
く
し
券
も
利
用
で
き
ま
す
。
初
め
て

利
用
す
る
時
は
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。
お
問
い
合
．

わ
せ
は
、
洒
田
市
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
地
域
公
共
交
通

係

（
２
６
‥
５
７
５
６
）
で
す
。
登
録
は
ほ
く
ぶ
や
コ

ミ
セ
ン
で
も
手
伝
え
ま
す
。

く

ぶ

蟹
薦
翁
轟
≪
購
れ
た
諄
、
恕
饉
簿

季
沖幅
轟
雉
憮
、銭
議
で
繊
麟
Ｌ摯
篤
な

標な筆
雉
血
銭
‐
灘
轟
嘩
蠅
浮
・̈ず
ご
‐で
可

ン
Ｌ
爾
鸞
縦
轟
籍
難
鷹
中
羅
雫
驚
か

戦
濾
警
蠅
警
颯
晰
量
撃
鷲
鵞
攀
欝
審
朧
纂
鍮
軍
攀
鑢

笑
畿
．ず
手ヽ
な
な
中
欝
撃
麟
驚
驚
キヽ
颯
い
驚
い
絶
職
仲

鸞
彙
警
瑾
鷺
懇
灘
慧
霧
武
蜆
一麒
麟
最
氏
∬

『豊
驚
麟
麟
奪
驚
て
驚
路
ギ

み
ず
嘩
～
ご
綾
議
欝■
な
ｉ
一機
畿
．

写
畿
鸞
亀
聰
み
畿
｝
為
，

Ａ
な
意
諄
轟
梓
臨
ド
薄
色
／

５
％
審
饉
痒
轍
畿
轟
晰
責
〓
　

一

量
鸞
数
鷺
眸
纂
と
時
驚
繭
餐
　
一

ず
踵
曇
な
が
臨
驚
畿
導
食
ゥ
ほ
な
み

編
集

，作
成
　
広
報
委
員
会
　
印
刷

好嚇

小
松

写
真
印
刷

鑽     颯

|こ

増

lmll
毎 |の りあい  筆

鷲

担堀当
|ま

佐
藤

山

序

纂僣Iぞ爾苧ゝ
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緒 ら
に離
考 れ
え て

事ビ

軸鍮夢議』せ

こ
ち
ら
へ

ｈ
（２
８
）
２
０
０
２

一鷹
一鸞

纂
■
｝

Ｌ

（９
１
）
７
１
２
３

月～金 行 き 帰 り

1便 : 7:30 ll:00
2便 9:30 14:00
3便 13:00 16:00

4便 15:00 17:30
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